
【動作表示灯】

■ 動作表示灯（仕様）の事例
・小型ビームセンサCX-400シリーズの動作表示灯の仕様は、次のようになっています。

■ 動作表示灯の点灯パターン
・動作表示灯は、出力と“連動”します。

■ 動作表示灯とは？
・ON／OFF出力タイプのビームセンサ、ファイバセンサ、レーザセンサ、近接センサなどに装備されており、センサの出力

動作状態（出力ONまたは、出力OFF）をオペレータに知らせることができます。
・一般的には、出力ON時点灯という仕様になっています。
・出力が2つ（入光時ON／遮光時ON）装備されてる機種（例：RT-610

シリーズ）では出力ON時点灯という仕様にできないので、入光時点灯と
いう仕様になっています。

・透過型ビームセンサ（コの字型を除く）では、受光器に装備されています。
・動作表示灯の表示色は、基本として橙色となっています。

以前は赤色でしたが、赤色は“危険”という認識があるため、最近
では採用されません。
ただし、旧商品で一部、赤色になっている商品があります。
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・コの字型ビームセンサRT-610シリーズの動作表示灯の仕様は、次のようになっています。

動作設定（入光時ON／非入光時ON ）に関係なく、
出力ON時に点灯



■ もしも、動作表示灯がなかったら？
・ほとんどのセンサには動作表示灯が装備されています。

もし、この動作表示灯がなかったら、センサの出力動作
状態をいちいち制御盤まで見に行く必要がでてくるため、
装置の立ち上げ調整（光軸調整など）、試運転、トラブル
シューティングなどが迅速かつ、正確にできなくなります。
この不具合を解消するために、センサには動作表示灯
が装備されています。
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■ 動作表示灯の視認性
・小型のセンサは、装置の奥まった箇所に組み込まれて

使用されることも多くあります。
この使用状態では、オペレータが動作表示灯の点灯／
消灯を確認しづらくなるため、センサの動作表示灯には、
視認性が良いことが求められます。

・動作表示灯の視認性という性能は、ワークの検出（セン
シング）そのものには直接関係ありませんが、こういった
観点（視認性の良さ）でセンサを選定する場合もあります。

■ アンプ分離型ビームセンサの動作表示灯
・アンプ分離型ビームセンサのセンサヘッドの一部機種（SH-3□、SH-8□、SH-61R）では、組み合わせるアンプ（SU-7□）

と共に、センサヘッド側にも動作表示灯が装備されています。
この動作表示灯により、検出箇所でセンサの出力動作状態
をチェックすることが可能となります。

・アンプ分離型ビームセンサとファイバセンサは、
・検出部（センサヘッド、ファイバ）を小型化できる。
・検出箇所から離れた箇所で感度（しきい値）調整

を行なうことができる。
・センサヘッド、ファイバのバリエーションが多く、

アプリケーション対応力が高い。
といった共通の特長を備えていますが、センサヘッドにも動作
表示灯が装備されているという特長は、アンプ分離型ビーム
センサ特有の特長となります。

センサ

制御盤

自動倉庫

センサの出力動作状態をいちいち制御盤まで
見に行くのは、大変です。

角型近接センサ
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